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ジョン・ダンのヴァージニア会社の説教について

高 橋 正 平

序
(

1 62 2 年11 月13 口 , ダ ン
′

(J o h n D o ll l- e) :ニ ケ 7
･

-
-

ジ ニ 7 会社 ( V i r g i n iL L

･ C o m p a n y) の 要諦を受け, 説教を行 っ た o. ぎ ァ
_

- ジ ニ
ア 会社 ほ本来ア メ リ

■
車

･

ヴ ァ -

ジ ニ ア の植民を目的として作ちれた会社 であるが, 16 o 6年 汐 エ - ム ズ羊

(J a r p e s ‡) 乾 時評状な与えられて 以軌 1革2凄年配 解散する怒で 当時甲潜由
■
な

(I
説教琴に 会社を擁落する説教をして もら っ て い る o 1 622 * , ダ ソ は会社

L

の 要撃

を受け入れ, それ ま で の慣行紅 掛 ､会社を擁護する説教を行 っ た o ダ
`
ソ の 膨大

な祝教の * で良く知られて い る この鋭敏は い あゆる
`

p r o m o ti o n al li t e r a t u r e
'

%:

の -

塀 をなすもの で あるが, 我 々 ほ こ の説教か らダ ソ の鋭敏方乾, 当時会社中号
k F

抱え込ん で い た諸問題 , 及 び
-

ナ シ 音 ナ 1) ス トとし て の ダ ソ の
-

葡を知る こ と
T

に な声｡ か添をこ お い て はダ ソ が型番な摸用しなが ら使徒的使命を捷民 都と課す
'

(

一

方で,. ､ 会社の 聴衆的倍数をも澄た支持し, 更 紅 は英国の植民地改解を擁鮭し
■

.
て い る点紅 つ い て論 じて いきた い ｡

1

ヴ ァ ー

ジ ニ ア 会社と いう商業的性格の強い株式会社に 投資家や壊民者が何を

期待して い たかを察する ことはそれ怒困難でほ ない o 彼らが帝よりも望み,･ 期

帝して㌔? た の は 貰う蜜で も準( ,｢利益｣ であ っ た
‡'

o ヴ ァ - ジ エ ア 会社がその

聴民地政策紅E3 : り ｢ 利益｣ J を発
⊥
の 目的として いた こ とは会社設立当初から明
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自でありt, e 壌資家たちも自らの投資の 還元を期待して い た? であり, 層 民老も

｢地上の楽園｣ ヴ ァ ー ジ ニ ア で 野 物質的成功を夢見て い た o と こ ろ垂ミダ ソ が行
一
ト

っ た;
I

.% 故は ｢ 利益 _
と いう会社乃 弥

- の 日的
t

,iJ 二 次付 こ考え , 会社: = と っ て は

｢利益｣ で ほ なく, ｢ 福音伝道J がその 主なる目的で ある ことを強調する. そ

の ため杵ダ ソ 盛ミと っ た方法は硬建行伝の
一

節 の ヴ ァ ー ジ ニ ア 会社 - の 適応 であ

る
2J

｡ この 適応 紅 よれば植民者を怠 ｢( 使徒遮と) 同 じ舞愈の役者｣
き}

となり, 使

徒遵に と っ て こ の世の果てが適者伝道の場 であ っ たと同様, 植民者 v- と っ て も

こ の世 の果てが彼らの舞台 となる o そ して ｢使徒遵 の行い｣ を演じ, ｢ 暗やみ

の中乾摩 っても
､ る異邦人乾光となり, 海を劫えて キ

') ス ト の 名を 運ぶ｣
`'
こ と

あ破らの勝 一 あ任褒となるo 女シが説教直行 っ た年の 3 月に ヴ ァ - わエ ア で イ

ン≠ィラジ転キ畠英国人大慶衆事 群 があり, 国内でを土反 ル 卓 < アーソ感情が

高まりつ ? あらた娩
'

ダ シーま無縁みに 反イ ン デ ィ ア シ感情を
▲
煽る ことは しな

いふ
■

.
逝忙 , ダ ソ ほ ｢ 使徒｣ とし

､

であ使命をヴ ァ∵汐
ふ

I

ァ機民者忙課 し,
'

彼ら忙

｢使徒連
.
o 行い を湊ぜよ｣ と述 べ , 植民者の行数あ柔範を鹿徒達疫衰漆 るゐ七

あるo

こ の よう紅 ダ ソ は鹿徒行伝
'

1
`
衰8 節を巧み軒こ ダ

､

ァ
ふ 汐 エ ア 会社乾適応 し; 棉

民者の使徒由夜食を明確托するが, 更に , その 前 の 7 節をも同様紅適応し;
-'
会

社 の宗教的使命を強調する o l 衰7 節 で イ エ ス の昇天の 際に弟子達惑ミ ｢ 主よ,

イ ス - ル の た 組 閣恕復興なさるのを車この時なの七すか｣ と怖くが, それ甘こ

こたえで イ エ スを恵 ｢ 時期や場所をま繋が御自分め権威をこ よ ち て定めてぉられ畠あ

であ っ て , あなたがた の知る取りで ほな い｣ と述 べ る占 そ の後に 冒頭の 一

節が

箆くo こ こ でを怠イ ス ラ エ ル の 復興とい う世俗的な王国の建設をイ ふ ス 紅葉求す

る弟子むまヴ ァ - ク エ ア で の経済めな繁栄, 物質的な羽益 を期徒する蜂発着とな

っ てくる こ とをま亨う草で もか
､

o 現世的な王国軍せカ
ミむ弟子達とそれ琴羊た え

るイ モ ネ との開扉をダンは次の よう紅述づ るo

sム血ethi n g t h e
'

■A 3 ,o sil e s もa d ･ r e 如i r e む w hi c h mi g h 七 h o t b e e
h a d ; n o t t h a t ; A n d i t is a n I

-

れ Cl u si v e w o r d; s o m e t hi n g C h r I
'

s t



"

T h e A c t s o f th e A p o s tl e s
"

と I
`

C o l o n i ヱa ti o n
''

6 9

w a s pl e a s d t o
ー
a ff o占rd t o th e A b o sii e s , . w h i c h t h e y t h o u g h t n o t

of; , n o t t h a t , n o t t h ai w hi c h y o u b e a t lユP O n , B u t , もtlt y .et , こS O m e
-

,
tl-i n g els e , s o l n e t hi n g b e t t e r t h e - I tl

l

L a t
, y o u Sll al1 ll ;1 l

･

e . ( p . 2 66)

→ `

s o m e th in g t h e A b o siiぬ h a d r e q uir e d
'

とは イ ス ラ - } レ王国 の 優興をさ

すが , イ エ ス ほそれを約束しなか っ た o ヴ ァ
- ジ ニ テ植民者乾 と っ て は , 使徒

た ちと同便;
'

{ - r h
J

;苛伝道J こそが第
･ - i

･

こ 考え る べ き こと で あ っ て , 物
J

fi
t

的 な繁

栄は 考えるべきこ とでほ ない ｡ イ 土 大 の弟子達に と っ て こ の 餐の 王国ではな

く, 神 の 国カモそ の 最終日寮であ っ た と 開銀ご グ ァI - ク エ ア 軽民者も現世的王

国, 物質め繁栄を汐 r - ジ ュ ナで求める ペき ではなく,. 儲 の国 の連歌,
-

. 異教徒

の 改宗をその第 一

の 任務としなければならない o ダ シは次 の よう に言う｡

I et n o t th er ri c h es a n d c o m m o diti e s L

Of t his W o rld ナ b e i n y o u r

c o n t e m pl .Tt ti o tl i n y o u r a d v e n t u r e s . C) r , b e e (
･

L tl S e t h e y a s k e m o r e
,

W ilt t h o u n o w r e st o r e t h a t? n o t y e t : If t wi ll g i v e y o u ri c h e s ,

a n d e 9 m m O d i ti e s o f t hi s w o rld , y e t if I ･d o e it 皿 O t a t fi r s t , if 王

d o e i t n o t y e t , .
b e n o t y o n di s c o u r a g ed ; y o - 1 S h all n ot h a v e t h a i

t h a t i s n o t G o d s fi r s t i n t e n ti o n ; a n d t h o u g h th a t b e i n G o d s i n -

t c n ti o n
,
t o g i v e i t y o u h c T e af t e r , y o u s h a u n o t h a v e i t y e t ; ( p .

2 6
.
6)
E
-

と こ で ダ ソ ほ ｢ 現世 の 嘗とか利益を投機紅顔 しては考えるな｣ と貰うo 転ぜか

とい えば現像の 嘗とか , 琴f)姦は神の 最初の意図紅ほ ない からである｡ ダシか ら

すれば擾民老は使徒的な夜食と任務とをたづ さえて ヴ ァ - ジ ュ ア へ 行く の であ

るが, ダ ソ ほ会社の 宗教め性格を意図的紅浮かび上が らせ, 投資家や植民者が

切望 し て い た物Tf 的利益に:こ触れな い ように して い ろ u そ し て , 利益や世俗FJ

王国 に未だ野心を 抱し
.
､

ても
､ る人- こほ 早く心を入れ替え畢よう町野め早o 更 紅

紘 , ｢声陸 中弄悔｣ , ｢ 急 紅寄掛羊なる方法｣ , ｢ ヴ ァ
ー

･j ニ ア 貞､ らの多量の すべ

て の 望慈 しい産物｣ 恕自分白身に持ち出す人を忠言ぉば自己寧足着 であり,
,
誰を

も必要とせず, そ の ような人ほ 現世的な壬紅も等 しい人 で あり , 正 しい道にをま

な い の だと言う ｡ で は どの ような人がよい う､ と ラ ッ パ , ナ イ フ , 手斧と同じ奉
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ヴ サ r _
-i ? チ ア 家住民の間で薫暗b. しい畢品と.な

る教理問答を持 っ て-( る こ と の

出束る入; 気 ヴ.
i ;
⊥ 汐 t

:

7 議ゝらの 船が英国転蘇る際転何人の イ ンデ ィテンが

キ 1) ス ト教 紅改宗 したか恕蔚がどんな水軌 薬種, 艶料を将ち韓 っ たかと同じ

程考えてい る人な の･である
㌣o

,

つ まり物質的な利益だ扮でな
)
く異教徒 の串奉を

も同時wL 一 考えて い る人む羊正 しも､ の であるo をして串由な生活や奮をま竪琴で除外

され て い るI
,

i _ との
-

1T -:｢司の特徴であ() , キ
l
) ス :

･
､ 33 弟

=
(

-

達は そ の よらな≡r7_FL:-I を も

とめるべきでをまなか.うた,
o

-

だ からヴ ァ - ジ チア療民卦も自由や糞かさ
_
に代表さ

.‡t る ｢ 地上 cつ王国｣ せ ヴ ァ
ー ジ ニ ア に 求め る べ きで は な い と言う

丁一

こ
.
.

1･
.

･ 亡の
､ よう 紅 ダ ソ は繋藩を凄慈 しながら投横目めの聴衆忙 対.レ耳琴徒的依嘱卑

明確乾 し; 三巨資徒｣ として の密命をヴ ァ - や ニ ア 紅果申す ことを裂く o 投資家

や植民者の 目的ほ使徒同様福音の伝道, 異教徒の改宗 であり, 利益がその 日的

とな≠て捻 岬 か
1

o

:
~
なぜならそれは豊蕃紅発 動 鳩 られない かをである o し

かしTtc が ら･ プ ア
ー ジ ニ ア 全社;

･

= 対 して r
一
利

-

:L
'

f｣ を捨 て ･ ｢ 鞄店 ∴ こ の み噂念

i
L
よ

･
ミ

と説く
1
羊とほ商業的性格野強い会社の魂浜を考える と余り紅 も理想的すぎ

- B'
ろ｡ , やキり人ゝ車ゐ最大中開串轟セある ｢ 利笹j

'
を無視 しては卑故がダ ソ転説教

の依析をし転意殊がない o -
-

易 した
･

と こるダ ン の説教ほ 非常紅葉数的色彩の浪

い伝道説貴紅見えるが , しか し よく見て みるとそこ で ダ ソ は 極め て 巧妙忙

｢利益｣ 申開蛮な救い , しか もそれを聴衆 乾漆節して い るの声与わか るq ダ ソ は

それ を どの ように し で行 っ で .
､ る の か , 次に こ〔⊃…

;

.ij進呈
J

･
a
･

見て み:: う ｡

2

健縫符伝苧1
'!

輩チ節で弟子達がイ ス ラ
ム ル 王国の復興 糾 エ ス転綴 っ た の 忙

対し, イ よ 夷をま神め画がい つ 実現きれるのかを神紅 問う ことilま 出来な い と言

うo
l
それ甘よ帝の衣が知ると こ去であ っ て, 我 々 の知ると ころ でほない ｡ それ に

こ
i

軌il て ダ ン .

'

三次の ように 言うt:
･ ii
-

W h a t s o e v e r t h e r ef o r e C h ri s t i rlt e n d ?也 t o hi s A ♪o sll c s h e e r e , h e e
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w o ul d T n O t gi v e it p r es e n tl y ,
n o n a d鼻s w , b e e w o ul d n o t bi n d e l･

h i m s e lf e t o a c e r t ai n e 七i m e , N o n e si 汐e S i r u m n o s s c ね 部b o r g , It

b el o n g s n o t t o u s t o k n o w G o d s ti m e s 事 t P . 2 70)

こ こ で n o n a d h u c と い う言葉がダ ソ の 論理展開上極め て 重要な藩旬となる

ことに注目した い Q なぜなら締ますぐに ほイ ス ラ エ ル 王 国の復興を約束は しな

い が, それは.澄だなのやあるからで ある o 策を返せばいずれほ神がそれ激発現

して くれ る こと
r
% 意味して い る の で ある . ただ帝の約束の実環まで 糾 ま時間が

か か るだ珍な の である o 神 の約束が い か に時間を要する かを示すため 紅ダ ソ は

整凄か ら稜 々 な例恕引い てくる
8}

｡ そ して , た とえ発散, 困難 , 障賓専横 J& な

悪条件が重な っ て会社が危畿紅接 しても神は澄渡も摸助 L てくれるo T 度, /

ア の大浜東が骨界を洗い 直して もその 乱 文, 帝 ほ人額紅暖か い 冒を注い でi

れた よう紅 , ただち 忙 利益がない とか同僚が療国しないとかイ ンデ ィ ア ン に よ

る大虐殺冶ミあ っ たか らと言 っ て も決 して失望するな, 動物は大き狩れば犬■きぃ

q5 : ･ ど長 ( 母 の胎内に い るものだ, と性急な結果を望む人たち 乾季轟強い忍耐を

説
.

く
.
o 神がゆ っ くりと時間をかけてイ ス ラ ふ ′レ王国を地上に 築き上げた ように

グ ァ.
- ジ ニ ア 会社 忙 も (時間をまあからない が) いずれは報われる時が.くるo 今

は キリ ス ト の教えを広め る こと 紅専念せ よ, ダ ソ 旺 こ の よう 紅呼びかける o

し か
._
しながら投機的な聴衆の関心が ｢ 現在｣ 紅 ある こと には変ゎりない o 確

か 忙 ヴナ - ジ ュ ア 植民恕取
'
り巻( 現状ほ厳 しい状況紅 為るが, L か し硯紅多く

の こ とに夜立 っ て お り, 植民計画を断念する遜要紘な い . 死刑囚, 軽犯罪老に

と っ て ヴ ァ - i ) ニ ア は再生の場を据供して おり, ま た , 植民計画紅 より水夫が

生優れ, 売れる産物が賞牌紅送られてくる し, 今や カ ト 1) ッ ク 儲 の羨包の 的と

な っ て い る縁 ど である｡ 国内外の棟 々 な社会 軌 経済的, 宗教的幕間題を ヴ ァ

∵
ジ エ ア縫 取 解決 してくれ, L か も宗教上 の大敵 カ b

1) ッ ク磯をも
ー

歩 リ
ー

ド した形 で壊民を恵進ん で い るo ダ ソ ほ説教家とい うより
一

人の 愛国的ア ン ダ
1)

カ ソ , 英国民の立場に たちダ ァ
- ジ ニ ア 植民を全面的に支持する o この ように

ダ ソ は決 して ｢利益｣ を否定をましな い o それをまやが て ほ手に 入る のだか ら何も
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心 配する必要紘な い . それ でを王今すぐに 手にÅ るものはな い の であろうか o 聴

衆が 一 番帝きたい の ほそれで あろうo ダ
1

ッ 紅 よれば使徒達がこ の 皆の 王国を手

に い れる ことは出来なか っ たカ芸確兼軒こ芋 にÅれたものがあ っ た と言 っ て次 の よ

う紅貰うo

A li th a t y o u w o uld h a v e b y t h is
i Pl a n t a ti o n , y o u s h all n ot

h a v e ; G O D bin d e s n ot h i m s elf e t o m e a s u r es ; A ll th at y o u sh all
h a v e , y o u h a v?

n o t y et ; G d D b in d e s n o t hi m s elf e t o ti m e s ･ b u t

s o m e t hi n g y o u s h all h a v e ; n a y , y o u もa v e al r e a d y , s o m e g r e a t

t hi n g s ;.
a n d of t h o s e t h a t i n t h e T e x t is , T h e H oly G h o s t sわall

c o 桝 C u p o n y o u . ( p . 2丁3
.

I

確実乾草紅 入るもの とほ何か と いう と 聖 霊 がや っ てきて, 良心が改められ,

｢力｣ を得る ことな の であるo ～ こ の ｢ 力｣ は ぁずや手に入ると言うo なぜか と

いえばイ エ スをま弟子達に 向か っ て , ･ 聖霊が下るとき, ｢ カ｣ を愛吟ると使徒行

伝で嘗 り て い るからである ｡ で ほ どうすれば聖霊ほや っ てくるの カゝo 福督を広

めた い と
.
いう衝動を自 らの な勇ゝ紅 見 いだ しさえすれば よい の であるo

w h e t h e r th e e x a m p l e a n d p r e c e d e n t of o t h e r g o o d n a n ,■
■
o r a

p r o b a bl e i m a gi n ati o n of
･ f tlt u r e P r O 恥. ちO r a wi lli n g n es, t o c o 血c 11 r r e

t o t h e マe X atio n of t h e E n e mi e , w h a i c oll a t e r all r e s p e c t s o e v e r

d r e w モh e e i n
,
if n o w t h o u a r t i n , th o u a r t i n , t h y p ri n ci p all

I

r e s p e c t b e t h e gl o r y o f G o d , t h at o c c a si o n , w
■
h a t s o e v e r i t w a s , w a s

v ehi c 甲l .u 解 S bi ri t u s S a n c ii , t h a t w 早s th e P e t a r d , th a t b r ok e o p 叩
th y I r o n g at e l t h a t w a s t h e C h a ri o t , b y w hic h h e 甲t r e

d i n t o

th e e ∴ . t p . 27 3)

神の栄光を主な高閲心事とすれば聖霊は人を熟まず, 誰 に もや っ て くる o 襲撃

なおとい う霊的な存在忙対 して果た し てそれカミ各人に や っ てくるの かははなほ

だ疑わ しい主ころで あるカき, ダ ソ は 聖書を 引き合い甘こ出し, まず帝の栄光を考

えれば聖霊をまや っ てくると言 っ て聴衆を安心きせるo そ して ｢ 隻霊｣ と｢ 利益｣

との 関係紅 つ い て次 の よう牽こ述べ畠o

a n d n o w h eLb i s f a ll e n u p o n t h e e , if t h o u d o n o t D cきo S C , (l a y
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a si d占 a11 c o n si d e r a ti o n of p r o fi t f o r. e v e r , n e v e r t o l o . k e f o r

r et u - e3 N o n o t S c卓o s C , (l e a v e o u t t も.e c o n si d e r ati o n o f p r o 丘t f o r

a ti m eき(f o r t h a t a n d R eli gi o n m aァ w
e11 c o n sist t o g e t h e r ･) b u t

.
if

t h o u d o e b u t P o s トきO S C t h e c o n sid e r a ti o n of t e m p o r all g ai n e ,
･

a n d

s t u d y むs t t h e a d v a n c e m e n t of th e G o sb cll o f C h ri st Z e s u s , t h e .

H o13 ' G h o s i i s f all e n u p o n y o u , f o r b y t h a t , y o u r e c ei v e b o w e r ,

s a女e s th e T e x t . ( p p . 2 73 - 4)

ダ ソ は決 して ｢ 利益｣ を禁じて い る の かと言うとそうで はない o ヴ ァ ー ジ ニ ア

会社の 日触ミ ｢ 利益｣ で ほ なく ･｢ 福音伝道｣ な の だ と言5 重言, ダ ン は巧妙VL

･｢ 利益｣ と ｢ 宗教｣ な両立させ て 諏めて い るの であるo ダ ン の この ような p ジ

t

i , ク は 上 の商業活動と宗教鼓動が矛盾すること′なく岡立 しうると言明するとき

に も見られるo そ こ で は っ きりと ｢利益｣ を轟きらめ る こ となくただ ｢福音伝

道｣′を党
紅 考えれば自ずとあとか ら曳霊はや っ てくると言 っ て い るo と酷 かi

誰 忙 でも可能なことである漆芸, 福音恕最初乾考えさえすればよい の であり, そ

うす る こ と紅 よ っ･て 聖霊と い う神 の密助が香れ, ｢カ｣ が 手 紅 Å る の で ある o

現世 の王国, 利益は獲ち紅 絃手に入らない卓項 音を広め ること紅 よ･ つ て ｢ 力｣

だ 桝 ま確発紅手虹 入り, ,･ こ の ｢ カ｣ こそ現像重美乳 物質的繁栄よりもは るか 紅

価値の毒草もの となる o そ L て聖霊忙 よ っ て ヴ ァ - ジ エ ア 会社 ¢第丁 の 目的ほ

利益や澄終始な栄光ではな( , 神 の栄光 へ と魂を得させ る こ とだと良心は言う

こ とが出来るの で ある o こg) よう紅聖餐虹 3: っ て 良心が疎められ ｢ カ｣ を得

るが ,

一

体それ は何をする ｢カ｣ なの か , それ ほ キ リ ス ト の変Åとなる ｢ カ｣

な の である
李}

o ダ ソ が使徒行伝を引用し つ つ聴衆に最も強く弄えたか っ た の は

紫ほ こ の ｢ キ 1) ス ト の証人｣ と なる こと乾健ならない o なぜなら使徒の使命は

福音の伝道であり, キ 1J ス ゝ の証人となる こと であるか ら であるo ヴ ァ
- -i) ニ

ア へ 行 ( 老臣 と っ て聖霊紅 まさる援護は ない B こ の聖霊に よ 歩い か に生命の免

除 ,∴･
'

歯舞 紅顔して も神の発となり, 神の教えを広め こ るとに専念出来 るの であ

る . ダ ソ 紅 よれば ｢ 不名拳 (I n f a m y)｣ 鋒法が人間紅与える最高の弊であり,

それ は死凄も或 るL占.
そして 変人鰭力喪失は不名誉の最も深 い寮の

一 つ で あり,
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最悪の証人資力喪失ほ いか なる人の証人である と昏 じられもせず, 敦 められる

ことも出来ない こと であるo 又 , 口 先だけの キ ヲJ大 ト教徒も証人能力喪失者で

あり
1 0'

, こ の 鎗漸 こ従えば 聴衆はず応激し虻 キ ') ス I の 証人とならぎるをえ

ず, ｢ 福音伝道｣ を実践しなくて はな らなくな っ てくる｡ ダ ソ 紅 と っ て は現世

に おける究毎日的ほ キ
1) ス トの ｢証人｣ となる ことで あり, キ l) ス ト の 証人と

な っ て初め て物質的な繁栄も生 じて くる｡

我々 ほ これ まで ダ ソ の説教を通 して ダ ソ が いカ勾こ し て聴衆の最大の 関心事で

ある ｢利益｣ の 問題を扱 っ ても､′るかを見, 更 紅≧まき ダ ソ は福音伝道を強調する

-

方で, ま た, ｢ 利益｣ と貰う閉腐を巧みに感浸 しT
'
い る こ とも見た ｡ ダ ソが

説教を行っ た1 62 2年ほ イ ソ デ 孝 ア ン襲撃事件, 会社の 財政危機 , 会社内駄で の

対立等棟々 な悪条件が重な り 卜･ 会社そのもの が重大な危棟に摸し て い た年 で あ

り, 会社は 人Jt の 関心を い か 忙 ヴ 7
･ -

ウ ニ ア 植民 へ 向ける か に 四苦八苦して い

た o と り艶 ダ≠ - 汐 ニ

■

ァ 会社 へ の 出資者を獲得するか否かほ会社紅 と っ て文

字通り死活閑舞で あり , 会社を去宝く じ で運営資金を乗め , 植民者を募 っ て い た ｡

ヴ ァ - 汐 こ ア で の経済的繁栄! 成功は人々 にと っ て植民に 加わるべ きか香か の

重大な問題であ っ たが, ダ ソ の こ の 問題の扱 い か ら我 々 は ダ ソ が ｢ 利益｣ と か

物質的繁栄を寛全に否定 して い る の で は な い こ とを知 った. む しろ巧みな論理

で ダ ソ はそれを 聴衆に 保証 して い る の で ある o と 乾 かくキリ ス >
~
の 証人 にな

り, 禅晋紅専念すれば ｢ 利益｣ は 自ずから生 じてくる の で ある｡

ヴ ァ -

ジ ュ ア 会社 の確而 して い たもう.
一 つ の 問題ほイ ンデ ィ ア ン の住ん で い

る ヴ ァ ー ジ ニ ア を植民化す るこ とり 合法性であるo こ の 問題に 関して ダ ソむ£自

然法や国際法を帝も出して 会社 の棟民地政取 ひい てほ薬園の海外鮫張政策な

稼極的忙支持する立場を表明する ò 当時, 会社及び英国内にイ ソデ イ ア ン とい

う､先住民がも､ る土地の植民埴孝ヒ合法性は , ダ ソ 法界 の説教家達も扱 っ て い たか
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ら当時 は大きな問題 とな っ て い た ことが予寒される
1 1'

. こ の 間藩 紀聞 して ダ y

は 巧妙な論理を使 っ て 植民地政策を骨定するo ダ ン の 植民地1ヒ支韓の根拠は何

であ っ た の か o それは自然法と国際放であるo 第 - に , 自然法や国際放で戸部艶

に よ っ て も住まれず, 又, 壁民に よ っ て完全乾放棄されるか人の記憶に な い掩

ど背か ら捨て られた土聯怠, それを所有するÅたちも甲になるo 国内放で貰う

叩ご懐 は ナ ベ て の 人が匝; 家 の も っ とも有礼 こr
'

i
-

･5 よ うに 自分のも っ て い る もC)

を改良する よう適当な 手崇を 講 じなければならない｣ は 又 , 層 際法紅 も嵐じ

｢ 全世乳 全人類は す べ て の土地が できる殴り全人類の も っ とも有利に な る亭

う忙政審される よう取りほか らねばならない o｣ 又, 人 の住ん で い る土地が非

常に 多量な産物に 恵まれなおか つ , それがない ため に 隣人や 亀人が 死ぬ こと

がある場合, 国際法はその土地に 住ん で い る人た ちが必要とする他の産物を交

換する こと 紅 よ っ て , 彼らの土地を手に いれる こ とをある 程 度 正 当化 して い

る
1 &J

o

.
薄

こ の ように して商発行為, 貿易及びi;X 常自分の もの でぼない土地の植民

地化が合法的に な るとい うo つ ま りダ ソ か らすればヴ T - 1i > エ ア 紅 い る イ ソ デ

イ ア ン ほ鷺界のす べて の人たち に有益なことを行 っ てい なし
-

､ か ら某国人がイ ン

デ ィ ア ンここ代わ っ て ヴ ァ - .

) ニ 7 と いう土地 をよ() 有効に利用 し, 全Lti
-

界 の た

め に 尽くす とい うの であるo 言わば, イ ソ デi ア ン 不要論, 喪畿論と英国人優

位翰, 告界 へ の奉仕とい う二枚岩に よりダ ソをま ヴ ァ ー ジ ニ ア の榛民地化政策を

食駄絶ゃるb 以上 の ような診法で澄ず自然数, 国際放から凍民地 政策な遵驚

し , 国王かちの 委任状, 特許証, 証印を て こ 乾 し て ヴ ァ ー ジ ニ ア 会社 の合法性

を 主張する 軌 これま で の よう紅 型 書からの援用, 裏づ 桝 まな い の で あろう

か o
'

ダ ソを怠型番かLb ほ直接紅ほ この政簾を支持は しな い が, 巧 みな.
p 汐 t

y ク で

それを利用する . ダ ン 紅 よれば ｢ 自然｣ 紅泰ぎし串カ - 国際法 - と G r a ? e

に 放ぎした カ
ー 碍青 から出てくるカ ー む 二 つ が あるo

,
もし衣 食 が G r q c写

の カ とキ 1) ス･†陪従わねばならない とすれを東, 我 々 は また自然の 力, ､ 国際法町

も従わわばならない o 自怒と G r a c e に 略それぞれ ｢力｣ プらミあろが , ダ .

ソキま羊

こ で G r a
_
c e に 由来する方を自然の カ其タも慶位に界て い る の であるo 神 の力
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に 従う者が どうして自然の カ紅雀ゎない こ とがあろうか o 乗除 紅をまそ のような

人もい よう. : L か しダ
.

/ は G r a c e の 九 神のカを大前捷乾 考え, G r a c e の カ

紅従5一番が自鎗のカ紅従うことをま当然であると考えyC い る o 英国の ヴ ァ
- ジ ュ

ア植民も聖書監 ほ先例がない が, 国際法でを土庶紅上げた理由で埴民地化が合法

ときれて いるo ｢ 国際法｣ は言わば自然の 刀であるが, これま で神の力に従 っ

てきた英国人が ｢自然の カ｣ 紅従う ことほ当然の こととなる o 凝音転道と植民

化政簾という 一

見帝反するよう乾思わ れる 二 つ の行為が結び つく のは以上のよ

うな論理忙 よ っ て い るo

ダ ソ の説教が行われた1 62 2 年乾 こ つ の 重零な 義教と 宣言書が 出炭されて い

るo･ 前者はイ ン ディ ア
･

/ 薬療事件の約 - ケ 月彼の 4 月18 日の パ トタ ッ ク ･ コ プ

ラ ソ t
[ (P a七三主ck C o pl a n d) 紅 よ るも の で あり, 後者は 8 月2 2 日z

の 土 ド ワ -

ド ･ ウ オ
ー タ ー - ウ ス ( E d w a r d W a t e r h D u S e ) に よ るもの で あ る ｡ コ プ ラ

ソ ドほ英国か らダ 1
p 一 汐 濃 ア 怒 で の安全な航海紅対 して神紅感謝しなければな

らな い こ とを説い て い るが , そ の 内容ほそ れま で の 説教や宣言書同株極めて 楽

観的な希望紅済もた ヴ ァ ー 汐 エ ア であり, . 特
に目新しい 点ほない o - ただ ｢ つ無

視出来ない点を怠 コ プラ ソ ドが英国人とイ ソ デ ィ ア ン と の関係紅 つ い て触れて,

今や両者の間監をま ｢平和と友好む 串 せ な る 同盟関係｣ . (a h a p pi e l e a g u e , of

P e a c e a n d A ‡ぬti e) が存在 し, 互 い の殺 し合b-をまなくな っ て い ると自信た っ

ぷり軒こ述 べ て い る ことで ある
ユき'

ふ こ の イこ汝デ ィ ア ン との友好関係を怠健か
-

ケ 月

前 旺微塵に帰 して しま っ で い る 鼠 植民者 に と っ て ヴ ァ
ー

ジ ニ ア で の最も大き

な問題の
⊥ っ きミイ ン デ ィ ア ン である こ とを コ プ ラ ソ ドの

一

節ほ 示 して い る ｡ 後

者 の呑 舟 - タ J ) ､ ウス の豊富番をまイ ソ デ ィ ア ソ襲撃事件後わ最初の 公式の見解

が述 べられて い る点で興味深い o そ こ で ウ オ
ー タ ー - ウ ス ほ , 事件カミイ ン デ ィ

ア ン征服の格好の壊金を英国入監与えて (
'

れ た と言うo 彼ほ この事浄をま英国を
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苦境に 施れた の で ほ なく, 寧 ろ災 い は転 じて零とな っ たと言 っ て, 7 つ の 利点

をあげるo そ の 二番目に 硬は これまで の英国人のイ ン ディ ア ン に対するイ寛大｣

と ｢ 公平な取り扱い｣ ほ イ ン デ ィ ア V の背膚行為をこより銀狐嫁 した の で即座に

イ
-

/ デ イ ア ン を征服し, 安 らの 土地を 奪うべきだ と 強硬に述 べ る
1 4'

o 忍耐強

い , 紳士たる英国人も つ い 紅堪忍袋の緒が切れたというわけで, ｢ 日 剛 ま日を｣

式 の強硬なイ ソ デ ィ ア ン密度静を述べ る｡ 確か 監事件の投じた波紋ほ測り'知れ

ない と ころがあ っ た . 事件後の生命の危険, 食料不足, 病気 紅 よる死亡率の上

昇等あらゆる悪条件の 重な っ 年中で の ヴ ァ - ti ) ニ ア か らの書簡紅 も現地で の窮

状を嘆く声がきかれ ,
｢ 我 々 は か つ て キ 1) ス ト 教徒が生きた こともなか っ た最

も恐 ろ しい 時代に生きて い る｣ とかi ｢我 々 ほ何もかもすべ て お しま いだ｣ とか

苦痛の 蕃亀が本国に 届く宥煮であるo また選良く難を逃れたÅをま ｢ 先 の大虐崇

ほ 我 々 す べて の土地を破癒 した｣･ と述 べ, 更琴ほ ｢ イ ソデ ィ ア ン は某国人を殺

した他紅 , そ の他 の すべ て の人たち の胸をも引き裂い て しま っ た｣ と事件が経

民者に 与えた精神的, 心 理汝衝撃がいか に大きか っ た かを記 して い る
1 SJ

o こ の

ように イ ン デ ィ ア ン 襲撃寮待は英国内外をこおら.､ て非常な衝撃を与えたの である

が, ダ ソ が説教を行 っ た11 B ほ 事件から半年以上が経過 して い準とほい 鮎 依

然 として報復を主張する凝轟い強硬派がいた o そ して実際に ダ ァ
-

ジ ニ ア で は

本国か らの命令をうけ, イ ン デ ィ ア ン に対する復啓が行われた o あの 汐 言 ン ･

ス ミ ス (J o h n S m it h ) で すら事件の
一 報を聞くやイ ン ディ ア ン 敬啓忙志願 し

た 托 どである. こ の ような事件を取り巻く英国内に お ける情況を考える とダ ソ

の 説教ほ弄常甘こ キ
1) ス ト教飽博愛精神に あふれた説教である こ とが 理解で き3:

う o ダ ソ ほ ウ ォ ∵ タ
-

I
/

,
､ サ ス を初めとす革漁家溌とは逢い事件の傷跡が未だ尾

を ひくな 畠ゝで, あえて ｢高音 の伝道｣ , ｢ 異教徒の 改宗｣ を強零する Q 会社中
､ ら

説教q) 依額を受けた ダ ソ絃 コ プ ラ ソ .

ドや ウ ォ ー

L
ク ー - ウ
L
ス を蔑ん で ヴ 7 ∵ ジ ュ

ア で の 某常人とイ ン デ ィ ア ンと･q ) 関係やイ ン デ ィ ア ン襲撃事件を却 っ て い た こ

と は十分に考えられる o そ のうえダ ソは会社の株主でもあり, 会社 の秘書の聴

に応募 した 縁 ど であるか らヴ ァ
- ジ ニ 7 植民書こ関する文献を蔑みあさ '> て い た
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"

T h e A c ts
-

o f th e A p o s tl e s
"

と
"

C ol o n i z ati o n
''

こ と ほ疑 い えな い Q .

コ プ ラ ソ ドや ウ ォ - ♂ - - タ ス 抜き忙 して ほ ダ ソ の 説教の

特殊な意義をま草薮t , よう. 今やク ェ - ム ズ 王 を支持する立場をこ立ち, しか も前

年宝 鑑 よ っ-Te セ ソ b
･ ポ - ル 太峯堂の 主勝間寮監 任ぜられたばかりの ダ ツ で は

あ っ た が,I~国内紅高まる反イ ンデ ィ ア ソ感情の 中で い たずらに英国民を刺激す

る ことをましな
;

い o 聴衆の なか 紅絃事件抵 つ い て ダ ソ がどの ような発言をするか

虹興味を抱いた者もいた だろう .< しか し大方の予患とは遊忙- r福音伝道｣ な髄

液の 中心的テ ン ･々と し, キ 1) ス > 教徒と して模範的な
'
t= ロ イ ヅ ク な内容の説教

な行うo 強硬なイ ソ デ ィ ア シ琴凍論者が い る こ とを十分承知の上で , ダ ソ は青

函的紅 イ ソデ ィ ナ ソ ヘ の強硬な感度を表明しようとはしない ｡ しか しながら, ･

ダ ソ もそ の零度は異なるがやをまり英国の
`
植民地化政策を支持してお り,

･

｢ 伝道

説教家｣ あ背後vL 一 ナ シ 苫 ナ 挙 ス ト と して の ダ ソ の 姿が見え隠れ L て い る の で

あ患b
'
ヴ r - 汐よァ椎民という政治軌 経済軌 宗教的な寮困が密接ぬ絡みあ

っ た申で ! 義教象 ナ;y ヨ ナ 1) ス ト とし て の ダ ソ の 二面性が見られて も格別不

思議で は ない の である ｡･ とに かく, こ の説教は ヴ ァ
ー ジ ニ ア 会社監好印象を与

え! 会社 の額飼に従い説教後置も紅出版 されると いう名替を与えられた ｡ ダ ソ

の あの 膨大な濠教のなか で出家きれた のむょこれが 二番目で あり, ダ ソ の他 の作

品も生前申にを乞殆ど出版き束なか っ た こ とを考え合わ せると, ヴ ァ ー

ジ ニ ア 会

社の こゐ説教紅対する滴足感漆芸い かに 大きか っ た かを察する托 それ奉困難では

な い で あろう｡

注

･ 1 ). こ の 点紅
≠

つも､ て筆者は ｢ V i rg i n i a 会社と
J

r 禰督｣｣ び儀潟大学教義漆研究紀賓J

第1 8 集 〔時事62 年12月] ) , p p . 7 5
-8 5 で 論 じた こ とカミある .

2 )
1

聖 書の適応を王 ヴ 7
･
- ジ ニ 了 説教 で は ダ ソ 以外乾も R o b e r t G r a y や W illi a m

1
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′
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"

T h e A c ts of t h e A p o stl e s
"

と
` `

C ol o ni z a ti o n
"

7 9

3 ) G . R .
P o tt e r a n d E

.
M . S i m p s o n , ed s . , T h e S e r m o n s o f J o h n D o n n c

( B e rk el e y : U n i v e r sit y o f C alif o mi a P r e s s , 19 5 3
- 6 2) , v ol ･ i v , p . 2 6 5 ･ なお 本

論で使用す るダ ソ の 説教は こ の 版に よ り, 本文で 引用す るさ い は ペ
ー ジ数の み 記す

こ と乾 す る ｡

4 ) L o c . c it .

5 )
` 一

G r e a t M a s s a c r e
"

に つ い て は A ld e n T . V al lg h a n , A m e T
･i c a 7Z G e n e s z

-

s ( B o s t o n :

L i ttl e , B r o w n a n d C o m p a n y , 19 7 5) c h a p te r i x 参照o

6 ) P o tt e r a n d S i m p s o n , o P . ci t . , p . 2 6 9 .

7 ) L o c . どii .

8 ) 例 えば神 の 救世主 の 約束 は実現す るま で 4 千年要 した とか, 神 が約末の 土地を示

すの亨こ2 千年か か っ たと泰 で あ る｡

9 ) P o tt te r a n d S i m p s o n , o p .
S it

. , p . 2 7 5 .

10 ) L o c . c z
l

t .

l l) 例 えば W i11i a m S y m o n d s , V i r g i TZ Z
'

a
,
A S e T ･ m O 7 Z P r e a c h ed a t W h z

'

t e C h a p el

(1 6 0 9 ; r pt . A m s t e r d a m & N e w Y o r k : D a C a p o P r e s s & T h e a t r v m O rbi s

T e r r a r v n L td . , 1 9 6 8) や上記 の R ob e rt G r 野 , W illi a m G r a s h a w も ヴ ァ - ジ

エ ア の 植民地政策を論 じ, それ を支持 して い る Q

1 2 ) P o tt e r ar id S i m p s o n , o p . cit . , p . 2 74 .

1 3) P a t ri c k C o pl a n d , V i r g i ni a
'
s G o d b e T あa 男臭e d ( L o n d o n , 1 6 2 払 p p . 9 - 1 0 .

1 4) E d w a rd W a t e r h o u s e , A D e cl a r a tio TZ Of t h e S t a t e of t h e C o Z o TZ Z
l

e i n

V i ' ･g l
'

n z

l

a ( 1 6 2 2 ; r p t . A m s t e rd a m & N e w Y o rk : D a C a p o P r e s s 皮 T h e a t r v m

O rb i s T e r r ar v m L td .
,
1 9 7 O) , p p . 2 2

1 2 3 .

1 5) V a 喝h a n , o p . c z
'

t . , p p . 1 60
- 16 1 .




